
Daidogei Asia Geppou  発行：浅草雑芸団                  通巻 379 号 毎月 1 回発行  2023 年 6 月 1 日 

毎月１日発行                               郵便振替＝00100-３-749814 名義「上島敏昭」 

 

 

 

 

  

★大道芸案内 

主な大道芸スポット（土・日・祝日など、通年大道芸が見られるポイント） 

■大阪・天保山海遊館広場 https://www.kaiyukan.com/thv/marketplace/

■大阪パフォーマーライセンス http://www.osaka-performer.com/index.php 

■名古屋･大須ふれあい広場  ■名古屋 POP UP ARTIST http://popup-artist.com/index.html 

■しずおか大道芸の街 http://shimarukai.org/  ■江ノ島大道芸 https://www.fujisawa-kanko.jp/feature/daidogei.html 

■ヨコハマ大道芸（山下公園、グランモール公園、ジャックモール）http://daidogei.jp/ 

■お台場・デックス東京ビーチ■みなとみらい東急スクエア■テラスモール湘南 www.studioeggs.com    

■東京都ヘブンアーティスト www.seikatubunka.metro.tokyo.jp/bunka/ 

■仙台まちくるパフォーマーズ https://machi-kuru.com/performers 

 ※新型コロナウイルスの蔓延状況によって実演していない場所もあります。確認の上、お出かけください。 

★浅草雑芸団の催し 

 ◆浅草雑芸団・木馬亭公演・・テーマ「関東大震災 100年」 

  ●7月７日（金）18：00～20：00 

 

★今月の大道芸公演   

△ちば大道芸フェスティバル 2023 https://www.instagram.com/p/CriztjbBEdr/ ○千葉駅周辺、中央公園、千葉銀座通り、ほか 

  ●5月２７（土）太平洋、片腕のマジシャン HAKU、Juggler MAKi、熱血大道芸人ドラマチック・ガマン、まさきち、八幡雄士 

●5月２８（日）TOMI、紙磨呂、マジカル TOM、ココナッツ山本、おっとちゃん、空転軌道、Hit2、こ～すけ、ideo２、結城敬介、 

Yo-Yo Entertainer TOMMY、SEOPPI、大道芸人ジーニー、めぐみ梨華、ゆうき、Juggler MAKi、片腕のマジシャン HAKU、まさきち、 

熱血大道芸人ドラマチック・ガマン、八幡雄士、あいあい、Tento、ファンタスティックドールズ、狼執事、音姫金魚、太平洋 

△ふくやま大道芸 2023 https://fukuyama-daidogei.com/ ○広島県福山市  

  ●5月２７（土）２８（日） 

  リューセー、３ガガヘッズ、Stones、工藤正景、Juggler Laby、HOOPERMAEP、SAME SAME、Rei Iwakura、三雲いおり、油布直輝、 

  Witty Look、サクノキ、森田智博＋長すみ絵、大道芸人ヒロト、加藤みきお＆ひろみち、RYO、ちゃんへん、吉川健人、おんぷらんと、 

  Komatan、Duo AB、叶結、コーヘイ、渡邊翼、おろしぽんづ、サンキュー手塚、ペン回しエンターテイナーKay、渡辺あきら、ものまる、 

りずむらいす、パフォーマー穹、油井ジョージワンマンバンド、フォーク曲げアーティスト Ryo、S４、芸人まこと、宝来家幸輝、 

目黒宏次郎、木下ゆーき、Shunya、黄金野球像、アストロノーツ Mark2、Shino、チムチムサービス、Monsieurみの吉、堀川玄太、 

切絵たかし、アートパフォーマー☆ファイター、松本かなこ 

△シメサイ 2023(志免祭～国際コメディシアターフェスティバル)https://h732.net/simesai/ ○福岡県志免町シーメイトグラウンド 

  ●6月２（金）～４（日） 

  アダチ宣伝社、加藤みきお、KAZU、カナールペキノワ、こんぺい党、サム＆メロンちゃん、清水宏、志免飛龍太鼓、シルヴプレ、 

電影楽的兄弟 シネマのぼせもんブラザーズ、どんぺんた、なるせ女剣劇団、バーバラ村田、彦一団子、火付盗賊、ファントム、Mr.PON、 

Mr.BUNBUN、めりこ、 ユキンコアキラ、RINTARO、他 

△伝統芸能車人形三座競演 https://www.hachiojibunka.or.jp/icho/ ○八王子市芸術文化会館 

  ●6月３（土）４（日）両日とも 14：00開演 

  川野車人形（奥多摩町）、竹間沢車人形（埼玉県三芳町）、八王子車人形西川古柳一座（八王子市） 

  一般￥３０００ 

△第 25回おかげ横丁 夏まちまつり大道芸 https://okageyokocho.com/main/2023/05/10/natsu ○伊勢内宮 おかげ横丁 

  ●6月３（土）４（日） 

  三ツ沢グッチ、石原耕、ももっち、ゼロコ、メランコリー鈴木 

△ソラマチ大道芸フェスティバル https://www.tokyo-solamachi.jp/event/2141/ ○東京スカイツリータウン 

  ●6月３（土）４（日） 

桔梗ブラザーズ（3日のみ）、Performer SYO!（3日のみ）、アートパフォーマー☆ファイター（3日のみ）、サンキュー手塚（3日のみ）、 

  フレディーノ（3日のみ）、Witty Look（3日のみ）、りずむらいす（3日のみ）、Kaja（4日のみ）、ぼんばんぐー（4日のみ）、 

  三雲いおり（4日のみ）、idio２（4日のみ）、LUNA、Ririco、izuma、clown ZEN（4日のみ）、クラウン SAKU＋じぇ～むす（3日のみ）、 

  Syan（4日のみ）、アスタリスクノヴァ（4日）、un-pa、サムライロックオーケストラ×PADMA（4日のみ）、ハードパンチャーしんのすけ 

△とおがった大道芸 27 https://www.zao-machi.com/event/1575.html ○宮城県蔵王町 遠刈田温泉 

  ●6月３（土）13：00～16：00 ございんまつり /18：00～21：00 宵まつり 

４（日） 9：30～15：00 本祭り 
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  中国雑技芸術団、加納真実、芸人まこと、Asterisk NOVA（3日のみ）、SUKE３＆SYU、ココナッツ山本、ブラックエレファンツ、 

  アストロノーツ、川村健太、もんたくん、結城敬介 

△あおばフェス https://aobadaidogei.com/ ○静岡市 青葉公園 

  ●6月１０（土）１１（日）両日とも 11：00～17：00 

  アートパフォーマー☆ファイター☆、アストロノーツ Mark2、あやポン、紙磨呂、金魚姫、くす田くす博 Kusuda Kusuhiro、工藤正景、 

K点軌道、剣士朗、催眠術師じゅんいち、サクノキ、サンキュー手塚 Thank you Tezuka、じゃぐたく、 Statue KaI、TAIYO&みぞぺ、 

スーパーアイドル星丸 Super idol Hoshimaru、大道芸人ジーニー、CHIKI、中村友美、虹たまや、パフォーマーえはら、はんべす、  

Performerハタダ、HOOPER MAEP、Box Theater HANE、マジシャンいっしん、三雲いおり、Mr.アパッチ、ものまる、Rei Iwakura、 

Ray、レプリカさん(出会いの像レプリカ)、JPAS、ぴゅあバンド『ケセラセラ☆』、サブリミット、ももっち、 

静岡県立大学ジャグリングクラブ「五臓六腑」 

△エンターテイメント亀戸!Vol.2 ○亀戸十三間通り商店街 

  ●6月１１（土）１２（日）12：00～16：00 

  目黒陽介×Kacous Iimba、SUKE３&SYU、進撃の母ズ（仮）、パフォーマー〝ちぇん″ハードパンチャーしんのすけ、STILTANGO、 

  しろみときみ、PIRATA MITIYO 

△あじさい祭大道芸フェスティバル https://twitter.com/ottosaiko/status/1663419033604210688 ◯浅草・千束通り、ひさご通り 

  ●6月１７（土）１８（日）11：00～16：00 

   17（土）ふくろこうじ じぇーむす今川 たかくわみえ メランコリー鈴木 idio2 アマビエちゃん！ なにみてるの 生人形雪狐 パト 

   18（日）ふくろこうじ メランコリー鈴木 おっとちゃん ひこひこ SUKE3&SYU June bride なにみてるの 生人形雪狐 パト 

△江東区で会いましょう♪Presents亀戸梅屋敷 文化まつり Vol.2 https://www.kameidodaidogei.com/archives/1364 ○亀戸梅屋敷 

  ●6月１８（日）10：30～16：30 

  三雲いおり、りずむらいす、伊藤祐介、performer KANA∞,、しょぎょ～むじょ～ブラザース、茶番茶番茶、ロコモコブラザーズ、 

  TigerAYS＋ 

  主催：江東区で会いましょう実行委員会 

△第 22回大道芸フェスティバル INあさひかわ 2023 https://www.kaimonokouen.com/event/6777   

  ●6月２３（金）17：00～19：00 前夜祭 ○旭川駅前北広場 

     ２４（土）２５（日）○宮下通り～七条通り買い物公園 

  ミルコ、コンロ、くるくるシルク、九州大道芸劇団、コーヘイ、エクストリーム芹川、SATOYA、風船屋 NORI 

  主催：旭川平和通買物公園企画委員会 

△バーニー・ディーター「リトル・デス・クラブ」https://stage.corich.jp/stage_main/239463 ○高知県立美術館 

  ●6月２４（土）19：00  

２５（日）15:00 /19:00 

   ワイマール時代の退廃的雰囲気をもつ東ベルリンのキャバレー界の女王。４人組バンドを率いて来日。世界最高のキャバレーショー 

  一般前売￥５０００、U30前売￥３０００（一般当日￥５５００、U30当日３５００） 

  ローソンチケット（Lコード：６３８３７） 

△サーカス学会（共催：桑野塾）http://societyforthestudyofcircus.org/ ○早稲田大学戸山校舎 36号館５階 581号室 

  ●7月１（土）15：00～17：00 

  講演：青木深「『ジャパニーズ・アクロバット』たち 20世紀初めのアメリカ大衆芸能を生きて 

△キラリ☆ふじみサーカスバザール https://www.kirari-fujimi.com/ ○富士見市民文化会館 キラリ☆ふじみ 

  ●7月８（土）９（日） 

  《キラリ・ドリームサーカス》両日とも 13：30開演 

    出演：ふくろこうじ、森田智博、田中健太、油布直輝、長すみ絵、吉川健斗、Honoka、鳥居大幹 

   一般￥１０００、小人￥５００（日時指定、整理番号付き） 

  《マルチユーモアサーカス》両日とも 11：00開演 / 13：30開演 

    出演：天才イカレポンチ、Mr.BUNBUN、Eri&Koe、沢入国際サーカス学校 

   入場無料。要整理券 

△あしたの劇場 世界を見よう! ◯ https://www.za-koenji.jp/detail/index.php?id=2703 座・高円寺 

  A：ピン・ポン（日本/座・高円寺レパートリー）上演時間：60分 

   ●7月１５（土）～１７（月・祝） ◯座・高円寺 1 

   演出：佐藤信、振付：竹屋啓子  

   ぴん組：公門美佳、久保恒雄、光田圭亮、／磯田収（音楽演奏）１６（日）11：00開演、１７（月・祝）13：00開演 

   ぽん組：徳田美佳、出崎洋樹、鳥飼健太郎、/磯田収（音楽演奏）１５（土）13：00開演、１６（日）14：00開演 

  B：ぬけがら（フランス/メロディ・モラン）＋リトル・ガーデン（フランス/ファブリツィオ・ソリナス）上演時間：20分＋30分 

   ●7月２２（土）～２４（月）各 13：00開演、２９（土）３０（日）各 15：30開演 ◯座・高円寺 1 

  C：ロミオとジュリエット（デンマーク／シアター・リフレクション）上演時間：40分 

   ●7月２６（水）～３０（日）各 13：00開演 ※２７（木）19：00開演もあり ◯阿波おどりホール 

   出演：シフ・イェセン・ヒモラー、アーポ・レポ   

  大人（18歳以上）￥２５００、子ども（小学生以上）￥１５００、未就学児￥５００ 

  ※大人でも子どもでも、４枚まとめて購入すると、￥６０００（前売りのみ） 

  電話：０３－３２２３－７３００（座・高円寺チケットボックス）月曜定休 
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若林正の 

食って極楽 
花街の老舗喫茶･･･ 

           向島「カド」 

 浅草雑芸団の正月行事、「はるこま七

福神めぐり」のご贔屓である向島の生

ジュースとパンの喫茶店「カド」。お父

様の代から 65年続く、歴史ある有名店

だ。マスターは夏の木馬亭公演にも顔

を出してくれて、我々の活動を応援し

てくれる。ところがこの 4 月に、店舗

の外壁が老朽化のため、一部落下。退

去を余儀なくされた。―――と聞いて、

先日うかがった。これまではいつもジ

ュースをいただき、名物のパンを買っ

て帰るだけだった。 

 しかしカドには店内でしか食べられ

ないサンドイッチがあり、まだ食べた

ことはなかったのだ。 

この日は気合いを入れて、自宅から

向島まで 2 時間近く自転車を漕いで腹

を空かせて到着。閉店の話が新聞やネ

ットで広まったのか、いつになく店内

は盛況。カウンターの席を詰めてもら

い、なんとか着席する。 

名物の活性生ジュース¥650と、一番

人気というナスとモッツァレラチーズ

のサンドイッチ¥550を注文した。合間

に、もう少し閉店は先延ばしになりそ

うとか、次の店は茨城県の海辺の町と

いう話を聞く。アロエ、セロリ、パセ

リ等と果物を合わせたジュースは青臭

さなく、身体に良さげな優しい味わい。 

 
サンドイッチはクルミパンが香ばし

くトーストされて、ナスとチーズもボ

リュームあって実にんまい！ 他にも

パンのメニューは沢山あって、なんで

今まで食べてこなかった？ 後悔。 

そしてこの三日後にも、又サンドイ

ッチを食べに女房と訪れたのだった。 

◯.茨城にも食べに行くぞ度＝25ワカ 

 

大道芸･見たり･聞いたり・演じたり 

☆その 379 

徳島の「せきぞろ」 

           上島敏昭  

 

◯「人形のムラ」 

 徳島の阿波木偶箱まわし保存会か

ら、冊子『人形のムラⅢ』が届いた。

書名である「人形のムラ」とは、昨年

３月にオープンした、同保存会の活動

拠点であり、収集した有形文化財の保

存施設の名前でもある。冊子の内容は、

そのオープンに至るいきさつ、オープ

ン以後の活動報告（主に伝承活動と普

及活動の成果）、資料の図録・目録、保

存会結成以前の地域改善運動時代から

の活動記録等々で、英文、ハングル、

中国語の翻訳までついている。128 ペ

ージの小冊子ながら、内容はぎっしり

つまっている。わたしが、とくに面白 

 

かったのは、活動の中心である中内正

子さんと南公代さんのライフヒストリ

ーで、ふたりとも紆余曲折があって、

この活動があるのだと、初めて知った。 

ところで、中内さんは箱まわし以前、

「阿波の節季候（せきぞろ）」を習得し

たという記述には、正直驚いた。じつ

はある人と電話で、「せきぞろって、よ

くわからないですね」と話をしたばか

りだったのだ。そこで今回は、この「せ

きぞろ」について、改めて調べてみる

ことにした。 

 

◯「せきぞろ」と「せつほんかいな」 

試みにインターネットで「せきぞろ」

と検索すると、何件か出てきた。あん

がい簡単にわかるのだ。阿波踊りにも

関係あるらしいことがわかった。まっ

たく知らなかった。Youtube にもあが

っているので早速、視聴した。 

 あれ、この唄、聞いたことがある。

どこで聞いたのか――寄席で聞いた。

しかも何度も。 

調べると、出てきました。端唄で「せ

つほんかいな」。いわゆる俗曲のなかで

も、かなり有名なものだ。江戸だか明

治だかに、吉原ではやったらしい。微

妙に音程も歌詞も、徳島と江戸の端唄

では異なっているが、あきらかに同じ

唄である。歌詞に地名が出てくるが、

徳島の地名なので、元歌は徳島のもの

だろう。一応、歌詞も書いておく。 

 

〽宍（しし）は、ホンカイナ、 

喰わねど 宍喰（ししくい）越えて 

 雨やあられや 甲浦（かんのうら） 

 ぞろりやぞろりやぞんぞろり  

めでたいなめでたいな 

〽橋の、ホンカイナ、欄干に  

腰うちかけて 

 向こうはるかに 見渡せば 

 弁天、松原、小松島 

 キュッキュと立ったは 

ありゃなんじゃ 

 あれかいなあれかいな  

 昔むかしその昔 ずっと昔のまだ昔 

〽九郎、ホンカイナ、判官義経さまは 

 静御前を つれて逃げ 

 夜も昼も 抱いて寝て 

 よんぼりよんぼりよよんぼり 

〽烏帽子かけたる 烏帽子岩  

 ぞろりやぞろりやぞんぞろり  

めでたいなめでたいな 

 

歌詞にでてくる、宍喰、甲浦、弁天、

松原、小松島、烏帽子岩は、すべて徳

島の地名。小松島は屋島の戦いで、義

経が上陸した場所で、義経伝説では重

要な地名。なかでも烏帽子岩は、かつ

て小松島市にあったが安政南海大地震

（1984 年）で崩壊したとあるから、こ

の歌の歌詞はそれ以前にできたと思わ

れる。 

 

◯門付け芸「せきぞろ」 

ところが、小沢昭一『ドキュメント

日本の放浪芸』（ビクター、1971 年）

に収録された、徳島県小松島の「せき

ぞろ」は、この唄とは似ても似つかな

い。歌詞はつぎのようなもの。 

 

〽あ～セキゾロ、セキゾロ、 

セッキはぞろりと、 

唐土をはるばる大和の国から 

だいばが谷越え 青山かざらし  

福徳どんどと  

あなたのお庭に連れ込み  

門にはぼんぼり 角には門松  



 

御家は繁盛 商売繁盛で  

それはおめでたい 

 

 小沢昭一・高橋秀夫編『大衆芸能資

料集成 第 3 巻「座敷芸・大道芸」』（三

一書房、1982 年）には、全国各地のセ

キゾロの詞章が収録されている。宮城

県（1）（2）、青森県、広島県三原、徳

島、徳島県小松島、広島県賀茂郡、淡

路、福岡県福岡市、福岡県三井郡の十

種類である。長さも、内容も全体に共

通しているところが、あまりない。し

いていうなら、めでたいもの尽しにな

っているものが多いことだろうか。 

 
 

 宮城県（1）は名馬尽しと小判尽し、

宮城県（2）は小判尽し、青森は宮中の

女官の豪華衣装、広島県三原市は正月

の飾り物と武具尽し。竹田番匠も登場

する。淡路はやはり正月飾り尽し。福

岡県福岡市では七福神や淡島さま、福

岡県三井郡では大黒さまが出てくる。 

 共通の言葉を探せば、「せきぞろ」と

いう語が、福岡県の二つ以外、8 カ所に 

登場している。それだから「せきぞろ」

という分類されているのだろう。「あお

やま」という語も 7 カ所と多い。「そろ

り」または「ぞろり」が 5 カ所。「大和

 

 

の国」が 4 カ所、「お庭」が 4 カ所でて

くる。 

 こうしてみてみると、かつて日本全

国に「せきぞろ」は存在したが、なに

を祝う芸能だったのか、詞章を見る限

りではよくわからない。 

 

◯散所系と河原者系 

 そんななか芸能史研究者の山路興造

が『年中行事論叢』（岩田書院、2010

年）に寄せている「「節季候」考」とい

う論文で、新しい視点からセキゾロを

論じていておもしろかった。 

 山路によれば、せきぞろは近世以前

から活躍する古い祝言者で、絵画資料

に登場する。その姿は「羊歯の葉をつ

けた笠をかぶり、赤い布で顔を覆い、

目だけ出して数人で家を廻り、節季の

到来を告げて米銭を受け取る」。もとも

とは歳末に家々を訪れる祝言者であっ

たが、明治になってから行われていた

のは、歳末にも正月にもあったらしい。

問題はなぜこれほど各地の異同が多い

のかということ。 

山路は、中世に起源をもつ祝言者に

は 2 つの系統があるのではないかとい

う。一つは散所系。もう一つは河原者

系である。散所系は陰陽師などの呪術

者の系譜で、かれらはパフォーマンス

を見せて対価をもらう。パフォーマン

スの技術獲得には修練が必要となる。

それに対して河原者系は、餌取りや弊

牛馬処理などの系譜で、かれらの仕事

はほんらいパフォーマンスを伴わな

い。家々から米銭をちょうだいするの

は、一般人ではやりたがらない、ある

いは風習として携わることの困難な仕

事に従事することの対価として、米銭

をちょうだいする。キヨメの仕事の一

環だという。「せきぞろ」ももともとは、

一年間の町内のキヨメの業務の集金だ

ったのではないか、というのである。

散所系と河原者系。すくなくとも近代  

では両者を分別するのはむずかしいだ

ろう。したがってこの仮説を証明する

のも、簡単ではないと思う。しかし、

さまざまな祝福芸、門付け芸を分析す

る考え方としては、魅力的ではある。 

 こうした考えに沿って各地の「せき

ぞろ」をみると、万歳や七福神、大黒

舞、左義長などのいろいろなサワリを

ぱくって、独自の詞章をねつ造してい

るように見える。呪術者と同様に、歌

唱を技芸として、あるいは言霊の呪術

として一般人に認めさせないと、米銭

をちょうだいしにくくなっていたのだ

ろう。 

 

◯座敷芸と大道芸 

 徳島の「せきぞろ」の二つのバージ

ョン、お座敷唄と門付け唄、これを比

較すると「ぞろりやぞろりや」が両者

共通ではある。「めでたい」といってい

るのも、共通してはいる。しかし、そ

れ以外には、やはり似ても似つかぬと

しかいいようがあるまい。 

音楽評論家の服部龍太郎は『民謡の

ふるさと』（朝日新聞社、1967 年）の

「阿波踊とせきぞろ」という文章で、

次のように書いている。 

〈徳島でうたっている（座敷唄の）「せ

きぞろ」は、こういったセキゾロが門

付けにうたったものをお座敷唄として

いるうち、だんだんと優美になったも

のとおもう。〉 

 大道の芸能がお座敷の芸能に昇華さ

れるといえば、かっぽれやヘラヘラ踊

りなどが頭に浮かぶ。「せきぞろ」もそ

の一つというのだ。しかし、かっぽれ

やヘラヘラ踊りに比べて、両者の違い

が大き過ぎるように、私には思われる。 

 また、この本では、阿波踊りの「よ

しこの節」が、関西で流行し、さらに

その流行が江戸につたわって、都々逸

になったのだとも書いてある。江戸の

流行唄が徳島に入ったわけではないと

いうのだ。 

江戸の後期の徳島は、藍の栽培と加

工で莫大な財力を誇っていた。阿波徳

島藩はそもそも 25 万石の大藩だが、藍

の収入は 50 万石分もあったといい、民

間も景気がよくて「阿波大尽」という

言葉もあった。その阿波大尽が京、大

坂、江戸の遊郭ではやらせたのが、都々

逸になっていったというのだ。 

 はたして、中内さんの習得した「せ

きぞろ」はどのようなものだったのか。

大道芸と阿波踊りと色街での「せきぞ

ろ」がどのような関係にあったのか。

今度お会いしたときには、尋ねてみな

くてはならない。 
 


